
記述式

組

　
　
　番

　名
前

明
治
図
書
版

二
年

夏
の
葬
列

3

問題用紙

◆
　
主
人
公
の
心
情
の
変
化
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

①�　

教
科
書
91
ペ
ー
ジ
７
行
目
「
葬
列
」
の
柩ひ

つ
ぎ

の
上
の
写
真
を
見
た
と
き
の
主
人
公
の
心
情
に
つ
い
て
、

次
の
空く

う

欄ら
ん

に
言
葉
を
入
れ
な
さ
い
。

　
　
・�

葬
列
の
写
真
は
（

）
の
も
の
だ
と
思
い
、
自
分
は
（

）
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
大
き
な
（

）
を
感
じ
た
。

　

②　

①
の
あ
と
、
主
人
公
は
ど
ん
な
こ
と
を
知
り
ま
し
た
か
。
次
の
空
欄
に
言
葉
を
入
れ
な
さ
い
。

　
　
・�

葬
列
は
（

）
の
も
の
で
、
彼
女
の
死
の
（

）
も
自
分
に
あ
る

と
い
う
こ
と
。

　

③�　

教
科
書
94
ペ
ー
ジ
10
行
目
「
も
は
や
逃
げ
場
所
は
な
い
の
だ
と
い
う
意
識
が
、
彼
の
足
ど
り
を
ひ
ど

く
確
実
な
も
の
に
し
て
い
た
。」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
主
人
公
の
気
持
ち
を
三
十
字
以

内
で
書
き
な
さ
い
。

�

30

　

④�　

主
人
公
の
気
持
ち
の
変
化
と
、
そ
れ
に
対
す
る
あ
な
た
の
感
想
を
百
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ

し
二
文
で
書
く
も
の
と
し
、
一
文
目
に
は
①
～
③
の
内
容
を
ま
と
め
、
二
文
目
に
あ
な
た
の
感
想
を
書

く
こ
と
。

�
80100
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二
年

夏
の
葬
列

3◆
　
主
人
公
の
心
情
の
変
化
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

①�　

教
科
書
91
ペ
ー
ジ
７
行
目
「
葬
列
」
の
柩ひ

つ
ぎ

の
上
の
写
真
を
見
た
と
き
の
主
人
公
の
心
情
に
つ
い
て
、

次
の
空く

う

欄ら
ん

に
言
葉
を
入
れ
な
さ
い
。

　
　
・�

葬
列
の
写
真
は
（
ヒ
ロ
子
さ
ん
）
の
も
の
だ
と
思
い
、
自
分
は
（

人
殺
し
）
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
大
き
な
（
喜
び（
幸
福
））
を
感
じ
た
。

　

②　

①
の
あ
と
、
主
人
公
は
ど
ん
な
こ
と
を
知
り
ま
し
た
か
。
次
の
空
欄
に
言
葉
を
入
れ
な
さ
い
。

　
　
・�

葬
列
は
（
ヒ
ロ
子
さ
ん
の
母（
親
））
の
も
の
で
、
彼
女
の
死
の
（
責
任（
原
因
））
も
自
分
に
あ
る

と
い
う
こ
と
。

　

③�　

教
科
書
94
ペ
ー
ジ
10
行
目
「
も
は
や
逃
げ
場
所
は
な
い
の
だ
と
い
う
意
識
が
、
彼
の
足
ど
り
を
ひ
ど

く
確
実
な
も
の
に
し
て
い
た
。」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
主
人
公
の
気
持
ち
を
三
十
字
以

内
で
書
き
な
さ
い
。

　
　

ポ
イ
ン
ト
　

�「
逃
げ
場
所
は
な
い
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
二
人
の
死
の
責
任
か
ら
逃
げ
ず
に
生
き

て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
を
読
み
取
る
。

�

二
人
の
死
の
責
任
を
背
負
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
決

意
す
る
気
持
ち
。

例

30

　

④�　

主
人
公
の
気
持
ち
の
変
化
と
、
そ
れ
に
対
す
る
あ
な
た
の
感
想
を
百
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ

し
二
文
で
書
く
も
の
と
し
、
一
文
目
に
は
①
～
③
の
内
容
を
ま
と
め
、
二
文
目
に
あ
な
た
の
感
想
を
書

く
こ
と
。

　
　

ポ
イ
ン
ト
1　

一
文
目
に
①
～
③
の
内
容
を
ま
と
め
て
書
き
、
二
文
目
に
自
分
の
感
想
を
書
く
。

　
　

ポ
イ
ン
ト
2　

自
分
の
感
想
は
、
③
の
内
容
に
対
し
て
思
っ
た
こ
と
を
書
く
と
よ
い
。

�

主
人
公
は
、
自
分
は
人
殺
し
で
は
な
か
っ
た
と
思
い

喜
ぶ
が
、
さ
ら
に
母
親
の
死
ま
で
も
自
分
の
責
任
だ

と
い
う
事
実
を
知
り
、
そ
れ
を
背
負
っ
て
生
き
て
い

こ
う
と
決
意
す
る
。
過
去
の
罪
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず

に
向
き
合
う
姿
勢
は
立
派
だ
と
思
っ
た
。

例

80100

※
採
点
基
準
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

自
分
の
感
想
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明
治
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版

別
解

解
説

記述式

二
年

夏
の
葬
列

3③
の
別
解

�

二
つ
の
死
の
責
任
を
心
に
刻
み
、
逃
げ
ず
に
向
き
合

お
う
と
思
う
気
持
ち
。

例

30

採
点
基
準

　

・�「
二
人
の
死
の
責
任
を
背
負
っ
て
生
き
る
」
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。「
自
分
の
犯
し
た

罪
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
覚
悟
を
す
る
気
持
ち
。」
な
ど
も
可
。

　

・
文
末
は
「
…
…
気
持
ち
。」
で
結
ぶ
。

④
の
別
解

�

主
人
公
は
、
初
め
は
ヒ
ロ
子
さ
ん
の
死
の
責
任
は
な

か
っ
た
と
思
い
喜
ん
だ
が
、
そ
の
母
親
の
死
も
自
分

の
責
任
だ
っ
た
と
知
り
、
自
分
の
犯
し
た
罪
か
ら
逃

れ
ら
れ
な
い
と
覚
悟
を
決
め
た
。
つ
ら
い
こ
と
だ
が

、
自
分
の
罪
を
認
め
る
気
持
ち
は
大
事
だ
と
思
う
。

例

80100
�

彼
は
葬
列
を
見
て
、
自
分
は
人
を
殺
し
て
い
な
か
っ

た
と
喜
ぶ
が
、
後
に
母
親
の
死
も
自
分
の
責
任
だ
と

知
り
、
二
つ
の
死
の
責
任
を
強
く
認
識
し
た
。
重
い

事
実
で
は
あ
る
が
、
逃
げ
ず
に
向
き
合
う
こ
と
で
、

逆
に
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
た
の
だ
と
思
う
。

例

80100

採
点
基
準

　

・�

二
文
で
書
い
て
い
る
こ
と
。
一
文
目
に
は
①
～
③
の
内
容
を
ま
と
め
、
二
文
目
に
自
分
の
感
想
を
書
い

て
い
る
こ
と
。

　

・
一
文
目
の
内
容
に
合
っ
た
感
想
を
書
い
て
い
る
こ
と
。

　

・
百
字
以
内
で
書
い
て
い
る
こ
と
。
下
限
は
最
大
字
数
の
八
割
（
八
十
字
）
を
目
安
に
す
る
こ
と
。

自
分
の
感
想


